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学芸員研究ノート サルの群れの「父子関係」 広谷浩子(当館学芸員)

父子関係に注目

人間の社会では家庭における父の不

在がとりざたされて久しいですが、私

たちにもっとも近いサル社会に関しで

も、父子関係や社会におけるオスの役

割が新たに問題にされるようになって

います。DNAを用いた父子関係の判

定や、 10年以上にわたって特定の個体

をめぐる社会関係の変化を追う長期的

研究によって、これまで単純に「父と

子Jとみられていたオスとコドモの関
係にいろいろなものがあることがわ

かってきたのです。

そもそも、だれがみても明白で密接

な結びつきをもっ母子関係と違って、

父子関係は不確定要素の多いもので

す。「ぼくの腕のなかにいるこの子は、

本当にぼくの子なのか?Jという疑問
は多くの生物のオスに共通で根元的な

ものです。サルの社会でも、献身的に

育児をするオスと子どもの父子関係を

判定したところ、生物学的には父子で

ないという結果が多々生じていること

がわかりました。オスは実に間抜けな

ことをしているようですが、 一定の行

動パターンとして定着しているからに

は、それなりの理由があるにちがいあ

りません。特定のオスとコドモの聞の

一見父子のような関係を紹介し、その

意義について考えてみましょう。

育児行動

オスーコドモ交渉の代表的なものは

育児行動です。中南米に生息する小型

のサルであるマーモセット・タマリン

は、母親以外の家族が積極的に育児を

することで有名です。これまで、育児を

するオトナのオスは父親と考えられて

きました。しかし、複数のオ 卜ナオスが

pるー妻多夫型の群れも多く報告され、

血縁にかかわりなくどのオ トナオスも

よく育児に参加しているごとがわかり

ました。赤の他人のオスは、次の繁殖の

チャンスをふやすために積極的に育児

をおとなっていると考えられます。

オスとコドモの同盟

父子のようだと注目されるもうひと

つの交渉は、主として攻撃などの場面

でみとめられます。オスは特定のコド

モといつも行動を共にしていて、コド

モが誰かに攻撃を受けると助けます。

オスが他のオスと対立して緊張状態が

続くと、オスはコドモを相手のオスに

差し出し、攻撃などの緊迫した状態が

回避されます。コドモが自らオスの腹

の中に飛び込んで2頭のオスの聞に入

ることもあります。このようなぺアで

は、オスは母親のようにコドモを腹の

中に入れて運んだり、グルーミングし

たりすることも頻繁にあります。こう

した関係は、サバンナヒヒ、マントヒ

ヒ、チベットモンキー、ノTーパリーマ

カクなどで観察されています。

その実例をマントヒヒでみてみま

しょう。マントヒヒはエチオピアから

アラビア半島の一部に生息するやや大

型のサルで、 1頭のオスが中心のハレ

ム型ユニットがいくつか集まって、数

1 0頭から 100頭前後の大きなグ

ループをつくります。エチオピアで観

察した野生群では、オスとコドモが実

によく声をかわし合っていましたが、

その時の細かい行動までは観察できま

せんでした。そ乙で、 1993年の冬に鹿

児島市の平川動物園にいるマントヒヒ

の群れを観察しました。群れの個体数

は29頭で、ハレムは4つあり、その他

ハレムを持たないオスが9頭いまし

た。オスとコドモの間でかわされる交

渉は、以下のようなものでした。

事例 1 ハレムを持ち、群れの中で

もっとも優位なオス Aが来ると、

ハレムを持たないオスBは2歳の

コドモにかけより、コドモを背中

にのせてAに近づいていき、 Aの

眼前で方向転換して立ち止まり、

お尻を見せる。AはBを無視し、

コドモはBから離れる。

事例2 ワカオスCが群れの誰かと

けんかをする。その後、ワカオスC

は生後 1ヶ月ぐらいの赤ん坊を胸

に抱いて、事例 1のオス Aを見な

がら近づいてLぺ 。オス Aとワカ

オスCは、見つめあいながらグー

ゴ・グーゴ・グーゴとなきかわす。

ζのように、マントヒヒでは、オス

はけんかだけでなく、お互いの緊張を

やわらげるあいさつにも、自分が懇意

にするコドモを使っています。いくつ
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エチオピア・アワシュ国立公園のマン

トヒヒの群れ

ものハレムが共存し、ハレムを持たな

いオスも複数いるマントヒヒの群れで

は、オス間関係をどのように調整する

かが重要です。オスたちは、顔をのぞ

きこんだり、自分の生殖器を相手の眼

前に呈示したりするあいさつを、いつ

も頻繁にかわしています。そして緊張

がたかまって爆発寸前になると、切り

札としてコドモを登場させて、その場

のムードをやわらげるのです。

このように、「父子関係」とは、コド

モには保護・食物の確保を保証し、オ

スには繁殖の機会や他のオスとの共存

を実現する、双方が利益を得るような

社会関係であるとわかりました。これ

らは、オスたちが競合しながらも共存

するような社会で認められました。

緊迫したオスーコドモ関係

乙れとは対照的に、オス同士がし烈

に争い、群れののっとりがよく起きる

ような社会もあります。そ乙では、オ

スーコドモの関係も、時に「子殺し」

という緊迫した形にまで至ります。

のっとりに成功したオスが、群れにい

る赤ん坊を次々にとらえ殺していく行

動は、最初ハヌマンラングールという

インドのサルで発見され、大きな話題

になりました。その後、アフリカ産の

オナガザル類など 20を越える種で見

っかり、いくつかの種では定着した行

動とみなされるようになっています。

自分の子どもをできるだけたくさん

残すという究極の目的は同じなのに、

オスたちが激しく争う種と、複雑な社

会交渉によって調整する種とがいるの

は、興昧深く、メスとの関係も加え

て、さらに考えていきたいものです。


